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論文 内 容 の 要 旨
温度は，生物の生育 ・増殖に影響を与える翠要な環境因子である。通常の生物は，常温 (25土
10'C)によく適応しており 45'C以上の高温においては， 生育不可能である。と乙ろが，




B. stearothermophilus Donk， strain BS-1を55'Cで培養，産出される αー アミラーゼ (耐熱性
αーアミ ラー ゼ)を，精製結晶化し，分子の物理化学的性質，熱安定性，そして，変性させた耐熱
性 α7ミラーゼの回復におよぽす温度の影響が調べられた。
耐熱性 αーア ミラー ゼの分子量，固有粘度は， B. su btilis (生育温度 ・37'C)αアミラー ゼの
それらと類似しており，球状タ ン白質である乙とが示された。施光分散，円二色性の測定によっ
て，耐熱性 α アミラー ゼは， 約20%のα ヘリックス構造を含むととが示され， 骨格構造にお
いても，B. su btilisαー7ミラーゼと，異ならなかった。近紫外波長領域における円ニ色性は，耐
熱性 配 アミ ラーゼと B.subtilisαーアミラ ーゼとにおいて， 著しく異なり， 両酵素の分子にお











本論文においては， 耐熱性菌である Baci1usStearothermophilus Donk， Strain BS-l より
その産出する αー アミラーゼを抽出，精製，結晶化してその物理化学的特性を測定し， これを他
の αー アミラーゼ特に Bacil1usSubti1isの αー アミラーゼと比較し，耐熱性の原因を明らかにせ
んとしたものである。この耐熱性 αー アミラーゼは分子量48，000間有粘度 0.032dljgであって，
これらの値は Baci1us Su bti1isの αー アミラーゼの値と大差はない。旋光分散， 円偏光二色性
などより推定せられる分子のらせん合量も約20%でこれまた両者においてほとんど等しい。それ
にもかかわらずこの酵素・の烹適渦度域は65--730Cであり B.Subti1isの αー アミラーゼのそれよ
り約200Cも高い。 只円偏光二色性の測定結果より側鎖の存在状態にいちじるしい去がみとめら
れる。
耐熱性アミラーゼは8M尿素のごとき変性剤に対しでも B.Subti1sのアミラーゼに比してい
ちじるしく安定であるがカノレシウムイオンが安定性に寄与する点は両者においてかわりはない。
一度変性をうけた蛋白質の復元に関しでも復元過程がこの蛋白質では高汎で進行することが可能
である乙とが知られた。ウシ血清アノレプミンの共存では50Cにおいてもきわめて急速に復元す
る。
以上の結果から，乙の蛋白質は熱に安定な固有の高次構造をとりうる乙とに関係し Campb-
el のいうごとく低分子量ランダム構造が熱安定性と直接関係するものではない乙と， おそらく
は生体成分の集合および組織性などが関連していることを示唆している。
以上，小笠原君の論文は，興味ある蛋白質の物性に関して新しい知見を加え，蛋白質化学に寄
与したところが大きい。よって理学博士の学位論文として十分であると認める。
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